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初嘩調査 第2回調査 第3回調査 第4回調査 第5回調査 第6回調査 第7回調査
昭和47露度昭和52年度 昭和57年度 昭和62年度 平成2年度 平成7年度 平成10年度
糊罐｝25名魏1薯｝19名雛亀｝18名羅響｝21名婁欝｝15名魏1髭｝25名魏蜘23名
，平均年齢5．5歳 平均年齢5．3歳 乎均年齢5．3歳 平均年齢5．o歳 平均年齢5．9歳 平均年齢5．5歳 平均年齢5．9歳
幼稚園原肥 幼稚園暇児 幼稚園園児 幼稚園獺児 幼稚園園児 幼稚園園児 幼稚園園児

















い　も　纈 30 30 30 30
砂　　糖　　類 5 5 10 工o




豆　　　　類 40 40 40 4⑪
緑黄色野莱 50 50 55 55
その他の野菜 loo ’1001 1工0 UO
果　　実　類 100 loo 浬o⑪ 100
（海藻類） （1） （1） （ト2） （工一一2）
魚　　介七類 』30 30 40 40




























































































































































一 トースト おにぎり 米飯，　　， 1　　　　ヒ せんべい
オムレツ 豚ひき肉の卵とじ みそ汁（かぼちゃ，油揚げ） はっか糖?











































ココア入り牛乳 ・助ケ〔市阪の冷凍品）? 金平ごぼう　　　　1ヒﾗ物（白菜、野沢菜）　　　　’ ．　1　　1
　　　　　　　　　ゴgースト おにぎり 米飯 ? アイスクリ「み．．
ブレーソナムレツ 卵燐き，ミートポール みそ汁（豆腐，わかめ） プリソスメロソ?
サラダ　（きゅうり，　レタ 野菜紗め 鶏肉の唐揚げ，L枝豆，ふりかけ e・d・cせんべい　・?
昭 ス，トてト）’ 金時豆の甘煮 サラダ（キャベツ，きゅうり，プ　　　　　r 1




















’トースト 米販 米飯 　　　　　昏|テトチッフ? ?


































米飯 （給食） 米飯 こんにゃくグミ
卵焼き，ウイソナー スパゲティ・ミー・ト みそ汁（豆腐，わかめ） バナナ　　　　1
@一?ひじき煮（ひじき，人惨， ソース 焼肉（豚肉，’もやし，生椎ヨ羊，ピー C．e■C　　　I?
平 こんにゃく、油揚げ） かに風味サづダ マソ、かまぼこ）












































































































平均値 32±1．33．5±O，呂 註』±　1．0 3，3±　o．53．3±1．23．1±　O．B　3．2±　0，呂
1日当たりの歩行数 一 一 一 11，011±2．瞼
111724’}31。9513，珊±2，91516190了±4、1εS
注D　体位評価?体位の身長・体重推計垂準値に対する比率（％）． 体力評価：3・。を中位とする 5段階評価による成績．
注2）　平均笹±標準偏差．
和52年～平成2年度の朝食はe型のパソ食で
あったが、他の3地域では漁業地域が平成元年
の朝食において、近郊農村では平成10年秋の朝
食においてパソ食が見られるようになったもの
の、山村では未だ食されていない。③初回調査
年以来夕食は殆どc型で、米飯、味噌汁、肉料
理の主菜および野菜料理の副菜を組み合わせた
献立が多い、④漬物は初回・第3回調査年の献
立に供されていたが、第4回調査年の昭和62年
頃から調査期間の連続3日間の献立には殆ど現
れなくなった、⑤間食食品の種類に時代の流行
と子どもの嗜好の一端が反映されている、等で
ある。’
　2．摂取食品の充足状況とその30年間の推
　　移
対象児の食品群別摂取状況の25年間の推移
は表5のとおりである。調査年による年齢差、
性差を不問にして見るならば、この25年間を通
して摂取量に変動の見られなかった食品群は殆
どなく、増減いずれかの変動が観察された。初
回調査年の昭秘7年度では澱類、豆類・緑黄
色野菜の充足率がそれぞれ822、85・9・54・7％
と低値である他は、いも類、その他の野菜・卵・
乳類が適正域（100　・一　118％）にあり、砂糖・油
脂・魚介・肉類が133　一一　161％と多量摂取傾向、
菓子，果実類が211％で多量摂取を示す状況で、
山村・近郊農村幼児の摂取状況とは全く趣を異
にする都市化型の摂i取食品構成であった。
　この初回調査年に比し、25年後の充足率の変
動が有意であった食品群で、上昇して改善され
たものは緑黄色野菜（54．7→9418％～p＜O．Ol）
のみであった。同じく低下したものには、穀類、
菓子類、油脂類、卵類（以上はp〈O．001）、：果実
類、魚介類、1乳類（以上はpく0．01）の7項目が
見られた。これらのうちで、穀類、卵・乳類摂
取量の低下は充足率が59．5～65．1％値を示す
懸念される現象であったが、油脂・菓子・果実・
魚介類のそれは、多量摂取傾向が是正・改善さ
れて望ましい摂取水準に近接する現象であっ
た。
　なお、変動の有意ではなかった食品群で今後
の課題と目されるものに、豆類（充足率・85・9→
87．9％）とその他の野菜（同105．0→82．9％）
の低値、および肉類（同133．2→144．8％）の高
値がある。平成10年度において摂取量が目安量
以下の食品群として穀類、豆類およびその他の
野菜があることと、当初から25年以上続く穀類
　（とくに米類）摂取量の漸減・肉類摂取量の増
加という現象は共に、他の3地域においても共
通に観察された。
　なお、対象児10～25名における摂取割合の個
人差は変動係数で見る限り、10、0％（昭和52年
度の油脂類）一一・177．S％（平成7年度の藻類）の
範囲に分布し、平均すると41．9±22．0％から
68．8±33．0％へやや拡大していることが知られ
た。穀類摂取割合の個人差はどの調査年におい
ても小さい方であり、対象児にとって穀類は目
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安蹴に充たないながらも、基礎食品即ち主食と
して定蒲していることが窺われた。
3．栄養素等摂取状況とその25年間の推移
　対象児の栄養素等摂取状況の25年間の推移
をまとめたのが表6である。栄義素等摂取量の
栄養所要録：に対する摂取割合は、初回調査年で1
はピタミソ（以下、V，）Dを除き殆どが100　・－
145％で充足され、良好な摂取水準を示した。こ
の摂取水準はその後も維持されたものの、V・D
の充足率は16±8．9～75．5±15。．O％で推移し・
加えて昭湘52年度にはV．B，、57年度にはエネ
ルギー、鉄およびV．C、62年度セこは鉄、平成2
年度には鉄、V．B1・C、7年度には鉄が・それ
ぞれ摂取不足傾向を呈しJTL成10年度において
はV．Aを除く他の殆どの栄養i素等が所要量を
充足しない状況に至った。平成10年度において
充足率が有意（pくO．es　・一　pくO．001）に低下して
93－－99．4％値を示した栄養素等はエネルギー、
タソパク質、脂質およびV．Cであり、同じく
79、5　一一　86．4％値を呈したのは鉄とカルシウムで
あり、同じく61．6・・－63．3％値に至ったのはV．
B：・B，であった。ここで、鉄とV．D摂取量が
所要量に充たない状況は他の生活環境を異にす
る3地域に共通していたが、平成10年度の対象
児の擬取水準がやや低値を呈したことに関して
は、概して改善され好ましい摂取水準に至った
山村・近郊農村幼児の推移とは対照的な現象で
あった。この実態は、食生活の都市イヒ到達後の
幼児栄養の動向の一事例としてその背景要困に
関心が持たれる。
　なお、各栄養素別に摂取上の個人差を変動係
数で見ると、エネルギー、糖質、タγづク質お
よび脂質のそれ（9・－25％）はやや小さく、V．
Dのそれ（59　一一　140％）が最も大ぎく、この様相
は25年来変わっておらず、また他地域幼児にお
いても同様の傾向が観察された。
　次に、栄養比率に関して，糖質・脂肪・タソ
バク質の三大栄養素のエネルギー構成上ヒの推移
は、初回調査年の59。28・13％の適正域から、
　5年後の昭和52年度（53・32・15％）に適正域
からの逸脱が見られ、その後も脂肪ニネルギー
比は34－31．4％を示したが、25年・目の平成10
年度では57．9・28．0・13，7％の適正域に回帰し
た。穀類エネルギー比は、初回・第2回調査年
の4⑪’一・41・％Pが10年後の昭和57年度から有意
（p〈O．05－－p＜0．01）に漸減し、平成7年度で
は29．9±6．6％となり、平成10年・度に33．7±
6．8％値へ微増したが、適正域を逸脱しての低値
化は進行している。動物性タソパク質比は、初
回調査年（53．5±8．1％）からi雛奨i値（5⑪％）を
超えて漸増したがN平成7年度以降には推奨値
の上限に定着した。この間動物性脂質比は
42　一一　54　一一　49％の範囲にあった。これら栄養比率
の推移は、食生活の都市化傾向を強く反映して
おりx総じて山村・近郊農村幼児にほぼ10年先
行していたが、平成10年度には地域差が著しく
縮小された。
4．体位・体力評価の25年聞の推移I　I
　表7に示すように、‘体位推計基準値に対する
身長の比率OS　99－－104％、‘同じく体重のそれは
94　一一　105％であり、各調査年度ごとの変動がやや
大であったが、Body　Mass　lndex（kg／m2）は
14．7－－15．7の範囲にあり、対象児の体位はおお
むね正常範囲にあるといえよう。体力評価は、
4種目のうち筋持久力がやや低値である他は平
均値としては25年間おおむね中位の成績で
あった。なお、とくに体位の成績からは、逐年
の栄養改善の反映を読み取ることは困難であっ
た。
　対象児の1日当たりの歩行数は、昭和62年
～平成10年の4成績のみであるが、11，011－－
16，907歩で山村・近郊農村幼児と同様最近数年
間に増加傾向が見られた。平成2年度の成績は
相川ら22，の東京都や神奈川県の保育園児におけ
る8，000～10，000歩にほぼ類似していた。：
以上の如く、日本経済の高度成長の最劉胡よ
り、低成長時代に至る約25年間の時代的推移に
よる、新潟県内の一都市近郊幼児の食生活変容
の実態を、ユO－25名の事例について観察してき
たのであるが、初回調査年の昭和47年度におい
て既に食生活の都市化現象と見なされる良好で
かつやや多量摂取の状況が観察された。その具
体像は．食品群では穀類｛豆類、緑黄色野菜を
除くその他が充足され、とくに砂糖・菓子・油
脂・果実・肉・魚介類が多量掻i取傾向であり記
一．186一
幼児の食生活に関する研究（第31報）
摂取栄養水準ではV．Dを除く他の栄養素等が
充足され、三大栄養素のエネルギー溝成比が適
正域にあり、穀類エネルギー比が40％、動物性
タソパク質比が53．5％、同脂質比が42．2％で
あった。
　その後の5～18年間においては、米類摂取量
の漸減、油脂・肉類摂取量の漸増が続き、穀類・
糖質エネルギー比が漸減、脂肪エネルギー・動
物性タソパク質比が漸増し、各比率の適正域か
らのi逸脱が顕著になった。
　さらに、その後7年余経過して、平成10年度
には摂取栄養水準が低位に転じたものの、穀類
ゴネルギー比が平成7年度の29．9％から
33．7％へ微増し、三大栄養素のゴネルギー構成
比、動物性タソパク質・脂質比はほぼ適正域に
回帰した。これら25年間の推移は、他の山村、
近郊農村幼児のそれとは全く趣を異にしていて
対照的であった。
　幼児栄養の都市化現象は、都市近郊が山村・
近郊農村に約10余年先行し、後者は前者に追随
する様相にあったが、平成10年度の3地域同時
調査の成績を対比すると、かつての地域差が縮
小され、概して平準化していることが知られた。
さらに、幼児の食物摂取における共通の課題は、
依然として漸減しつつある米類摂取量の増加
と、併せて豆・野菜類等伝統食に多用される食
品の摂取を促して、現代食とのバラγスを図る
ことであり、その栄養学習・教育のための環境
づくりが重要になってくるものと思われる。
　なお、平成10年度において、目的意識をもっ
て調査に臨まれた対象児の母親に対するアソ
ケート調査から、「少食、好きな物のみの多食、
主食が少ない、野菜が不足」等でバラソス食が
実践できないことを苦慮されている状況の少な
くないことが窺われたが、本対象児の摂取栄養
水準が低位に転1じた現象の背景要因の探索も今
後の検討課題である。
　　　　　　　要　　　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために、都市
近郊幼児の5　一一　6・f£児、　10・一一・25名（延べ137名）
を対象としてs昭和47年から平成10年までの
25年間にほぼ数年問隔で7回、主として四季の
各連続3日間（通年12日間、但し、第5・6回
調査は3日間、第7回調査は通年6日間）の食
物摂取量を秤量調査し、食品群別。栄養素等摂
取状況の5　N25年間の推移を検討し、以下の結
果を得たe
　（1）　1H当たりの摂取食品数は総数で26→
32種類へ漸増、うち動物性食品数は6種類で変
らず、植物性食品数は20→26種類へ漸増、1間
食食品数は5→4種類へ減じた。
　｛2）食品群別摂取状況は、初回調査年より既
に都市化型で良好・潤沢な水準にあり、その後
穀類とくに米類摂取量の漸減、肉類摂取量の高
値は25年来続いた。25年目の平成10年度にお
いては、緑黄色野菜の有意な摂取増を除き、殆
どの摂取量が有意に減少し、摂取水準は低位に
転じた。
　（3｝栄養素等摂取状況は、初回調査年におて
V．Dを除く殆どが充足され、その後もV．D等
若干の微量栄養素の充足されない年度もあった
が、概ねは良好な摂取水準が維持されていた。
しかしながら、25年目の平成10年度において、
V．A、タソパク質を除く他は所要量を下回る摂
取水準を示し、初回調査成績とは殆どに有意差
が認あられた。
　（4）穀類（40→33．7％、p＜⑪．05）・糖質（59
→57．9％）エネルギー比は漸減、脂肪エネル
ギー比（28　一一・　34　一●　28％）・動物性タソパク質比
　（53．5→59．9→49．7％）は昭和57年度まで漸
増、同脂質比（42．2→54．6→40．5％）は平成
7年度まで漸増し、いずれも以後漸減した。
　（5）対象児の体位（身長、体重、BMI）は各
調査年度共に正常値の範囲にあり、体力評価は
中位の成績でそれぞれ推移し、摂取栄養水準の
改善による影響はとくにi認められなかった。な
お、近年の1日当たりの，歩行数は
11，011～16，907歩で増加傾向が見られた。
　以上、すでに都市化型を示す都市近郊幼児の
食生活における、その後の25年問の動向は・山
村・近郊農村幼児の場合とは対照的であること
が知られたが、漸減しつつある米摂取量の適正
化を図ることが、生活環境の別を問わず幼児栄
養の共通の課題であることが確認された。
本研究にご指導・ご助言を賜りました本学名
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誉教授・第四代学長塚原　叡i専士に厚く御礼申
し上げ霞す。また、調査の進行上限りないお力
添えを賜りました本学付属幼稚園歴代主任教諭
の本井　昌先生、高橋業子先生s太田和恵先生
ならびに諸先生方、調査対象世帯の方々、とく
に延べ137名の対象児のお憬様九および調
査・集計作業をご助力下さいました太田優子先
生ほかi多くの方々に深く・感謝申し上げまつ㌔
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